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下は122～2，8951U／1（平均490．81U／1）であった。一
方、S群では95～2891U／1（平均181．OIU／1）であり、
有意にS群でP一アミラーゼ値は低かったψ＜0．05）。
また重症血紅は1例もなかった。腹痛を有したもの
は、nS群では13例（40．6％）、　S群では5例（15．2％）で
有意差を認めたψ＜0．05）。ステントの脱落する期間
は、1～14日（平均2．7日）で膵管径とは無関係であっ
た。ステント内示では、留置溶すぐの脱落がステント
長2cmで認められたが、4cmおよび3cmでは認めな
かった。
【結論】　自然脱落型膵管ステント留置により、ERCP
性膵炎を予防できる可能性が示唆された。
PA－10．
CT　virtual　ultrasoundを用いた、肝癌のRFA穿
刺・焼灼の術前シミュレーション
（大学院単位取得・内科学第四）
○工藤　幸正
（内科学第四）
　宮田　祐樹、平良　淳一、杉本　勝俊
　目時　　亮、古市　好宏、釜本　寛之
　清水　雅文、山田　昌彦、横井　正人
　堀部　俊哉、森安　史典
【背景】肝癌に対するラジオ波熱凝固療法（RFA）
は侵襲が低く、簡便に治療ができることから、近年、急
速な拡がりをみせている。また大型肝細胞癌に対して
も治療適応は拡大しつつある。このRFAの有効性と
安全性を高めるには、正確な穿刺と合併症を忌避する
ための治療支援画像システムの構築が必要である。
【目的】我々は経皮的超音波ガイド下の治療支援画
像システムとして、CT　virtual　ultrasound（CVUS）を
東芝メディカルシステムズと共同開発した。これを用
いて、肝癌局所療法の術前治療計画と、穿刺・焼灼の
シミュレーションを行い、その有用性を検討した。
【対象と方法】対象は平成16年6月から12月まで
にRFAを施行した、肝癌51症例、66結節（直径0．8
cm～8　cm）であった。CTの3Dデータから、任意の超
音波断層面に相当した画像を作成し、肝癌の穿刺焼灼
のシミュレーションを行った。
【成績】評価項目は、1）C面を使って、穿刺シミュ
レーションを行い、至適穿刺ルートを決定することが
可能か、2）腫瘍中心を固定点として、360度回転する
MPR（中心点ロック）により、焼灼する腫瘍の近接臓
器・脈管の3次元的な把握をすることが可能か、3）焼
灼のシミュレーションによって、脈管や隣接臓・器の障
害を忌避する、焼灼の中心と範囲の決定が可能かであ
る。
　1）では、51例中35例（69％）で穿刺ルートの変更、
決定に有効であった。2）では、51例中50例（98％）で
脈管や隣接臓器の把握が可能であった。3）では、51例
中45例（88％）において脈管や隣接臓器の障害を回
避して、焼灼中心と範囲を決定する補助となった。
【結語】CVUSはCTデータのみで、簡便に肝癌局所
治療をシミュレーションすることが可能であった。こ
の術前シミュレーションにより、肝癌局所療法の安全
性を向上させることが期待された。
PA－11．
ペプシノゲン法と胃粘膜萎縮および腸上皮化生
の検討
（内視鏡センター）
○片岡　島上、河合　　隆、山岸　哲也
（内科学第四）
　宮崎　郁子、八木　健二、川上　浩平
　平良　　悟、糸井　隆夫、森安　史典
（外科学第三）
　高木　　融、青木　達哉
（病理診断学）
　松林　　純、向井　　清
【目的】　胃癌のスクリーニング検査として使用され
ているPepsinogen（PG）は本来胃粘膜の萎縮および
炎症の程度を反映する指標である。しかしながらこれ
までにPG法と組織学的所見の関連を検討した報告
は少ない。今回我々は、H．pylori抗体検査と合わせ、PG
判定を以下の4群に分類し、組織学的所見に差がある
かどうかを検討した。
【方法】　対象は初回内視鏡検査とともにPG及びHP
抗体を検査した363例である。内視鏡検査では前庭部
大工（AGC）、体上部大蛮（BGC）および体中部小蛮
（BLC）から胃粘膜を採取し、組織所見を検討した。組
織学的所見はUpdete　Sydney　Systemに準じてnone、
mild、　moderate、　markedに分i類し、スコア化した。同
時に採血し、IgGHP抗体価およびPG値を測定した。
A群：HP陰性・PG陰性、　B群：HP陽性・PG陰性、
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。群：HP陰性・PG陽性、　D群：HP陽性・PG陽性
とした。
【結果】A、B、　C、　D群それぞれ28例、166例、10例、
164例であった。それぞれの平均値はPGI：42．6、
80．3、10．7、31．8、PG　IIは7．98、25．5、9．29、20．8、　PG
I／IIは5．49、3．54、1．12、1．81であった。部位別の組織
所見では萎縮スコアはAGC：0．64、1．21、0．50、1．28、
BGC：　O．17．　0．44．　2．13．　1．04．　BLC：　O．39．　1．02．　2．71．
1．66であった。一方腸上皮化生スコアはAGC：0．32、
O．46．　0．25．　0．59．　BGC：　O．17．　0．11．　0．63．　0．32．　BLC：
0．46、0．47、1．26、1．34であった。
【結語】PG陽性・HP陰性では胃粘膜萎縮スコア、腸
上皮化生スコアともに高く、発ガン危険群であると思
われた。本研究は財団法人東京医大がん研究事業団研
究助成金にて行った。
PA－12．
造影超音波手法、Flash－Replenishmentイメージ
ングによる肝実質血流の定量
（大学院単位取得・内科学第四）
○目時　　亮
（内科学第四）
　山本　　圭、青木　貴哉、杉本　勝俊
　森安　史典
【目的】Flash－Replenishment法を用い肝臓の組織血
流量を体表から非侵襲的に測定する手法を確立する。
【方法】対象は家兎（3kg）の正常肝臓である。麻酔
下に呼吸を制御し、開腹下で造影エコーを行った。診
断装置は東芝SSA－770Aを用い、超音波造影剤
SonoVueを耳静脈より0．10ml／kg／minの速度で持続
投与した。肝血流量は、肝門部の流入血管に超音波ト
ランジット血流計プローブをセットし測定した。ス
キャンプロトコルは、造影剤投与5分以上経過した
後、肝臓スキャン断面を用手的に固定し、MI値し3の
高音圧送信により断層面のバブルを一掃した後、MI
値0．06の低音圧送信下で、再三流する造影剤を観測し
た。得られた画像より、明らかな大血管を避けた肝臓
実質部にROIを設定し、画像からリニアスケールの
時間輝度曲線（TIC）を描画した。
【結果】得られたTICは直線的増加を示し、その形
状から通過時間の関数に遡れば、スキャンボリウム内
のバブルの通過時間はほぼ一定であることが示唆さ
れた。そのことを利用し導出した肝血流量は、超音波
トランジット血流計の計測値と相関関係を示した。
【考察】得られた肝実質のTICが、直線的増加を示
したことは、肝組織内の気泡が一定の速度で潅流して
いることを意味し、実質血流の定量的測定を考える際
のモデルを得たことになる。今後、血流定量の臨床応
用に向けて定量的測定法を確立する一助になると考
えられる。
PA－13．
非アルコール性脂肪肝炎（NASH）ラットモデ
ルにおけるKupffer細胞の貧嘘泣変化について
（大学院単位取得・内科学第四）
○宮田　祐樹
（内科学第四）
　宮原　健夫、森安　史典
【目的】我々はNASH臨床例において、肝造影超音
波後期相の造影効果低下を報告してきた。肝造影超音
波後期相はKupffer細胞（KC）による造影剤微小気泡
の取り込みが影響すると考えられており、今回の研究
ではラットNASHモデルを作成し、　Kupffer細胞魚食
能の変化を検討した。
【方法】　メチオニン・コリン欠乏食（MCDD）投与に
よりラットNASHモデルを作成した。通常食投与群
をコントロール（cont）とした。①造影超音波：レ
ボピスト又はソナゾイドを尾静脈より投与し、10分後
の画像をcont群と比較した。②KC数の変化：各群
の肝臓より凍結切片を作成し抗うットマクロファー
ジ抗体による免疫染色を行った。③KC貧食能の変
化＝七宝へ尾静脈より蛍光ラテックスビーズを投与
し、1時間後に肝臓よりKC細胞を分離し、フローサ
イトメーターにて蛍光ラテックスビーズを貧食した
KCの割合を測定した。一部の肝臓は凍結切片作成後、
蛍光顕微鏡にて蛍光ラテックスビーズを取り込んだ
KCの観察を行った。
【結果】①MCDD群ではcont群と比較し、造影超
音波による造影効果は現弱していた。②KC数は両
群で変化を認めなかった。③フローサイトメーター
による解析では、KCのラテックスビーズ誌面能は
cont群と比較しMCDD群で低下していた。
【結語】　ラットNASHモデルにおいても臨床例同
様、造影超音波後期相の造影効果は低下しており、そ
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